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1 研究目的
本研究では, DEA を用いて, コンビニエンスストアの
立地分析を行う. 大手コンビニエンスストアである, セブ
ンイレブン, ローソン, ファミリーマートの店舗を比較し,

DEA 効率値を求め, 効率値が高い店舗の立地条件を調べ
る. 様々なコンビニエンスストアチェーンが立地によって
競争しているが, 店舗の立地を評価する方法についての研
究はこれまでそれほど多くない. 立地の分析には, 店舗ご
との売り上げや定員数などの店舗内のデータが欠かせない
が, 多くの場合, そのようなデータは入手困難である. そこ
で, 本研究では利益などのデータを用いず, 最近隣店舗と
の距離などに着目し, 地理データとして容易に入手可能な
店舗の立地位置から得られるデータを用いて, コンビニエ
ンスストアの立地分析を行った. さらには, 店舗立地とし
て優れている地点を提案する手法について考察する.

2 DEA

DEA とは, Data Envelopment Analysis の略で, 包絡
分析法と呼ばれている. 多入力多出力システムの相対的な
効率を評価する数理モデルである. DEA において分析の
対象となるシステムを事業体 (DMU)と呼び, 各 DMUは
同種の産業中に属し, 同じ環境のなかで互いに競い合って
いるものと考える. 各 DMUは, 任意の入力データを使い,

任意の出力データを生産していると仮定する. DEAは, こ
のような諸仮定に基づいて, 事業体の経営「効率」を評価
する分析手法である. DEA では, 各 DMU に対して, そ
の DMU にとって最も都合のよい重みづけのもとで他の
DMUとの効率性の比較を行う. ,DMUごとに効率が最大
になるように異なる評価基準を用いるのが特徴であり, 簡
便で広く適用できる利点がある. DMUは,銀行や病院など
多種多様である [1], [2].

3 最近隣店舗
愛知県の豊川市を研究対象の範囲として分析を行う.

本研究では, データの一つとして, 最近隣店舗との距離
を用いる. それぞれの店舗の一番近い店舗を最近隣店舗と
する. 例の図 1では, 店舗 iからみて, 最近隣距離の店舗が
店舗 y, 店舗 iと同チェーンの中で最近隣距離の店舗が店舗
xとなっている.

豊川市には, セブンイレブンが 25 店舗, ローソンが 18

店舗, ファミリーマートが 21店舗ある.

表 1 より, ローソンは 18 店舗中 1 店舗しか自チェーン
が最近隣店舗になっていないことから, 自チェーンが最近
隣店舗となる割合が低く, 自チェーンと離れて立地してい
ることが読み取れる.
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表 1 豊川市の最近隣店舗の割合
　 セブンイレブン ローソン ファミリーマート

セブンイレブン 0.32 0.24 0.44

ローソン 0.444 0.056 0.5

ファミリーマート 0.476 0.286 0.238

4 記号の定義
本研究で使用する記号を以下のように定義する. 図 2に
例を示す.

i : 店舗 (i=1,..., l)

di1 : 店舗 iと主要道路との距離 (主要道路に接している
店舗は 0, 接していない店舗は 1)

di2 : 店舗 iと最寄り駅との距離
di3 : 店舗 iと同チェーン最近隣店舗との距離
di4 : 店舗 iと最近隣店舗との距離
di5 : 店舗 iと商圏の面積
di6 : 店舗 iと最寄りの薬局との距離
本研究では, 商圏の面積を各店舗からみた 4つの最近隣
店舗との距離の平均としており, 面積を距離として表して
いる. 豊川市の店舗数が多い 5つのチェーン薬局をデータ
に用いた. 主要道路に国道と県道どちらかに接していれば
0とした.

5 用いるモデル
DEA の基本モデルである CCR モデルに適用する. そ
れぞれの入力と出力に適当な重みを掛け合わせてから合計
することで, 仮想入力と仮想出力を定義し, 効率値を求め
る. 重みである, u1, u2, u3, u4, v1, v2 は, 店舗ごとに最も
よい値となる. 各店舗 k=1, ..., l に対して, 以下の最適化
問題を解くことにより, 重みを求める. このとき, 目的関数
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図 2 コンビニエンスストアの立地属性

値が DEAの効率値 θk となる.

maximize θk =
u1dk3 + u2dk4 + u3dk5 + u4dk6

v1dk1 + v2dk2

subject to
u1di3 + u2di4 + u3di5 + u4di6

v1di1 + v2di2
≤ 1

(i = 1, ..., l)

u1, u2, u3, u4, v1, v2 ≥ 0

6 結果と考察
[1], [2]を参考に, 豊川市のコンビニエンスストアを評価
した. 効率値が 1 となった店舗と参照集合の回数をまと
めた.

参照集合とは, 効率値 1になろうとしたときに目標とな
る店舗である. よって, 参照集合の回数が多い店舗は, 目標
としている店舗が多い店舗である.

表 6.1は, 豊川市に立地している全 64店舗中効率値が 1

となった店舗である.

参照集合の回数は, それぞれ上から, 29 回, 5 回, 18 回,

27回, 45回である.

参照集合の回数が多い, ファミリーマート 御津下佐脇店
に着目してみる. 第 5.1 章と同様に, 大きいほどよい指標
である同チェーン最近隣店舗との距離, 最近隣店舗との距
離, 商圏の面積, 最寄りの薬局との距離は, 他の効率値 1の
店舗と比較すると, ファミリーマート 御津下佐脇店の指標

表 2 豊川市
i di1 di2 di3 di4 di5 di6

セブンイレブン
豊川諏訪 2 丁目 0 0.249 0.891 0.31 0.711 0.106

セブンイレブン
KOYO 豊川市民病院 1 0.126 0.274 0.274 0.761 0.236

セブンイレブン
豊川八幡町上宿 1 0.229 0.621 0.621 0.852 0.672

セブンイレブン
豊川国府町 0 0.409 0.621 0.621 0.774 0.592

ファミリーマート
御津下佐脇店 0 0.904 2.202 1.675 2.193 1.227

が一番大きい. ファミリーマート 御津下佐脇店を目標と
している店舗が多いことから, 他の豊川市のコンビニエン
スストアは, ファミリーマート 御津下佐脇店と比較し, 他
の店舗との距離が近い店舗が多いことがわかった. 豊川市
は駅と近い店舗が比較的効率値が高くなっており, 遠い店
舗が効率値が低くなっているということが読み取れた. ま
た, 主要道路との距離で効率値は大きく変動しないことが
わかった.

7 おわりに
本研究では, DEAを用いてコンビニエンスストアを 1店
舗ずつ評価し, それぞれの店舗にとって最も都合のよい重
みにより, どのような場所に立地しているコンビニエンス
ストアが, 効率値が高くなるのかを求めた. ただし, 本研究
は DEAの入力データ, 出力データに, それぞれの店舗の売
り上げや客数を考慮していなく, 距離に重点を置いた研究
であるため, どの都市でも適用できるかという観点におい
て十分ではないと言える. 地域内に格子点を与えて DEA

で地点の評価を行い, 新しい店舗を建設する適切な地点を
求めることや, この結果をもとに, 機械学習を用いたコン
ビニエンスストアの立地予測も行いたい,

本研究により, コンビニエンスストアのみでなく, スー
パーや病院といった他の施設にも適用できることを期待
する.
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